














※別紙
令和5年度実績
○産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

産業廃棄物の種類 引抜き汚泥 汚泥（汲取り） 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 動植物性残渣 廃油

排　　　出　　　　量 3878t 0t 396t 441t 0t

産業廃棄物の種類 引抜き汚泥 汚泥（汲取り） 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 動植物性残渣 廃油

排　　　出　　　　量 3761.7t 0t 384.2t 427.8t 0t

○産業廃棄物の処理委託に関する事項
産業廃棄物の種類 引抜き汚泥 汚泥（汲取り） 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 動植物性残渣 廃油

全処理委託量 415t 0t 396t 441t 0t

優良認定処理業者への
処理委託量

0t 0t 0t 0t 0t

再生利用処理業者への
処理委託量

28.0t 0t 396t 441t 0t

認定熱回収業者への処
理委託量

0t 0t 0t 0t 0t

認定熱回収業者以外へ
の熱回収を行う業者への
処理委託量

0t 0t 0t 0t 0t

産業廃棄物の種類 引抜き汚泥 汚泥（汲取り） 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 動植物性残渣 廃油

全処理委託量 402.6t 0t 384.2t 427.8t 0t

優良認定処理業者への
処理委託量

0t 0t 0t 0t 0t

再生利用処理業者への
処理委託量

27.2t 0t 384.2t 427.8t 0t

認定熱回収業者への処
理委託量

0t 0t 0t 0t 0t

認定熱回収業者以外へ
の熱回収を行う業者への
処理委託量

0t 0t 0t 0t 0t

（これまでに実施した取り組み）
・落下物対策及び落下物の回収
・中間処理施設のｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙによる含水率削減取り組み
・異物混入及び細菌対策取組による製品不良削減

計画

現状

現状

計画

（今後実施する予定の取組）
・不適合品対策による動植物性残渣削減
・中間処理施設の設備更新を実施し、汚泥含水率低減を図る。
・リサイクル率の向上、ゴミの分別に対する強化

（今後実施する予定の取組）
・改善技術の向上を図り、不良設備改善による動植物性残渣削減
・落下物回収及び節水取組による廃水負荷軽減
・中間処理施設の設備更新を実施し、汚泥含水率低減を図る。
・不適合対策の横展開、教育の徹底

（これまでに実施した取組）
・不良設備改善による動植物残渣発生量を削減する。
・従業員への節水意識向上教育の継続を行い、廃水施設への負荷削減による引
抜き汚泥発生量削減を図る。
・不適合品対策による動植物性残渣削減


